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平成２９年８月３１日

歴史・伝統・文化が響きあう「城下町白河」の再生と賑わいのあるまちづくり ○

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 福島県、白河市

・中心市街地内平日歩行者通行量を2,734人／日(H23)から2,750人／日(H29)に増加
・中心市街地交流センター（マイタウン白河）利用者数を90,934人／年(H22)から100,000人／年(H29)に増加
・調査基準日における小売業及び一般飲食店事業所数を187箇所(H23)から209箇所(H29)に増加

（H25当初） （H27末） （H29末）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

1-A-1 白河市 直接 白河市 277.2 ― 未 別添

合計 277.2

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名

白河市 白河市中心市街地地区都市再生整備計画事業 道路、公園等　114.0ha

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
277.2百万円 Ａ 277.2百万円

（うち提案事業分　0百万円）

中心市街地内の8地点における平日歩行者通行量を調査する。 2,734人／日 ― 2,750人／日

中心市街地交流センター（マイタウン白河）に係る年間利用者数を調査する。 90,934人／年 ― 100,000人／年

調査基準日における小売業及び一般飲食店事業所数を調査する。 187箇所 ― 209箇所

計画の目標

高次な文化ゾーンの整備により、“まち”の賑わいを創出し、中心市街地の再生を図ることを目標とした都市再生整備計画白河駅南地区のコンセプトを継承するとともに、歴史・伝統・文化に裏付けされた「城下町白河」により磨きをかけ、まちの複
合性及び魅力性をさらに高めることにより、中心市街地の活性化を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（参考様式２）社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象


